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景

十
月
八
日
で
議
員
の
任
期
満
了
を
控

え
、
今
期
最
終
の
本
会
議
と
な
っ
た
、

長
浜
町
議
会
け
ず
コ
一
回
臨
時
会
が
、
去
る

九
月
五
日
午
前
九
時
か
ら
長
浜
町
体
育

館
で
関
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
た
の
は
次
の
五
議
案

で
、
い
ず
れ
も
現
案
の
と
お
り
可
決
々

定
さ
れ
ま
し
た
。

て
長
泣
い
港
々
湾
施
設
々
置
条
例
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て

港
務
所
、
港
湾
セ
ン
タ
ー
、
倉
庫
及

び
上
屋
、
荷
置
場
、
ホ
イ
ル
ク
レ
ー
ン

な
ど
の
設
置
に
関
す
る
灸i
例
を
設
置

て
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条
例
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て

議
会
の
議
員
の
報
酬
の
額
ゃ
、
町
三

風ぷ込.= 議車冬最

八
@
一
一
九
地
域
特
別
開
発
委
員
会
か
ら

八
月
二
十
九
日
、
午
後
一
時
か
ら
町

体
育
館
で
、
地
域
特
別
開
発
委
員
会
が

開
か
れ
、
長
浜
臨
海
工
業
地
帯
の
開
発

に
つ
い
て
協
議
が
重
ね
ら
れ
次
の
こ
と

が
ら
が
、
ぎ
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
、
自
然
的
諸
条
件
の

再

調

査

の

実

施

昨
年
七
日
ぺ
県
と
町
が
共
同
で
、
海

流
、
海
底
土
質
、
風
向
、
風
速
な
ど
、

土
地
造
成
に
つ
い
て
の
可
能
性
を
概
要

調
査
し
て
資
料
を
造
り
、
進
出
意
欲
の

あ
る
企
業
の
参
考
に
供
し
て
来
ま
し
た

が
、
時
の
移
り
と
共
に
、
企
業
進
出
が

具
体
化
す
る
状
況
と
な
り
つ
L
あ
る
の

で
、
県
や
町
と
し
て
も
、
今
少
し
綿
密

な
調
査
を
お
こ
な
い
、
国
を
挙
、
け
て
問

題
と
さ
れ
て
い
る
公
害
な
ど
に
つ
い
て

将
来
を
誤
ら
な
い
よ
う
な
対
策
を
た
て

る
資
料
を
作
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
来
ま

し
た
。県

で
は
本
年
十
月
か
ら
十
二
月
一
一
は

い
に
か
け
て
、
長
浜
沖
の
海
底
の
地
質

調
査
、
海
流
、
潮
流
な
ど
を
電
波
銀
知

機
な
ど
の
新
ら
し
い
機
械
で
調
査
す
る

と
同
時
に
自
動
記
録
装
置
の
計
器
を
設

置
し
て
風
向
、
風
速
、
気
流
の
状
態
な

ど
を
継
続
的
に
調
査
す
る
こ
と
が
ぎ
め

ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
町
も
と
の
調
査
に
協
力
し
て

完
全
な
デ

l
タ
を
作
り
上
げ
専
門
的
な

研
究
機
関
に
依
託
し
て
長
浜
へ
石
油
関

連
産
業
を
誘
致
す
る
と
住
民
の
日
常
生

活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
起
る
か
と
い

5
こ
と
な
ど
を
診
断
し
て
も
ら
お
う
と

ゅ
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一一、

進
出
す
る
企
業
の

種
類
や
規
模
の
懇
定

長
浜
沖
へ
百
五
十
万
坪
の
土
地
を
造

る
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
工
場
が
出
て

来
る
か
と
い
う
事
に
つ
い
て
研
究
し
ま

し
た
が
、
大
体
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
と
、
仮
予
想
が
た
て
ら
れ
ま
し
た
。

ィ
、
石
油
精
製
工
場

一
自
の
原
油
処
理
能
力
二
十
万
バ

ー
レ
ル
(
こ
れ
は
松
山
の
丸
善
石
油
の

、，， 

8月末住民登録人口
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役
の
給
料
の
額
に
つ
い
て
審
議
す
る
た

め
、
長
浜
町
特
別
鋒
報
酬
等
審
議
会
を

置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
、
長
浜
町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

長
浜
町
職
員
の
旅
費
を
実
態
に
合
わ

す
改
正
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

一
、
昭
和
四
十
四
年
度
長
浜
町
一
般
会

計
補
正
予
算

今
回
、
千
二
十
一
万
八
千
円
が
追
加

さ
れ
、
こ
れ
で
総
額
は
、
五
億
五
千
四

百
四
十
四
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
、
長
浜
町
教
育
委
員
の
選
任
に
つ
い

て河
井
八
十
一
氏
の
教
育
委
員
任
期
満

了
に
と
も
な
う
後
任
の
選
任
が
行
な
わ

四
倍
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
す
)

従
業
員
数
は
千
三
百
人
位
い
。

口
、
石
油
化
学
工
場

主
と
し
て
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
、
合
成

ゴ
ム
、
ベ
ジ
プ
ー
ル
な
ど
化
学
製
品

の
原
料
を
作
る
工
場
で
従
業
員
は
約

三
千
四
百
人

ハ
、
火
力
発
電

二
十
五
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
所

(
こ
れ
は
松
山
市
和
気
に
あ
る
四
国

電
力
発
電
所
十
四
万
一
千
キ
ロ
ワ
ッ

ト
の
二
倍
よ
り
少
し
小
さ
い
)
従
業

員
は
大
体
二
百
六
十
名
ぐ
ら
い
。

ニ
、
石
油
精
製
工
場
や
化
学
工
場

な
ど
の
施
設
の
維
持
修
繕
を
す

る
た
め
の
下
請
企
業

建
設
業
、
鉄
工
業
、
塗
装
業
な
ど

と
の
従
業
員
が
大
体
千
五
百
人
ぐ
ら

}
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三
、
諸
調
査
実
施

ィ
、
前
項
の
企
業
が
立
地
す
る
も

の
と
し
て
十
年
後
の
町
の
経
済
状
態

が
ど
う
な
る
か
p

昭
和
四
十
三
年
度

の
実
態
と
比
較
し
て
見
る
調
査

口
、
町
の
財
政
事
情
の
移
り
か
わ

り
の
推
測

院

院

院

院

戸!日程司
!;謬!?

医

医

医

医

地

犀

1虫

菊

辻

赤

円

5日

12日

26日

19日

ま十れ
しーま
た 氏 し

陳。がた

手与が
任
さ理
れ事
議者
会 Il{1j
のか
同ら
志:河
を井
得 A

十古

一
件大

字
今
坊
松
本
地
区
公
民
館
建
築
費

の
援
助
煽
い
。

陳
情
者
代
表
松
本
区
長
仲
尾
長
栄

な
お
、
議
事
の
審
議
が
終
っ
た
後
、

町
長
が
、
任
期
満
了
を
控
え
た
最
終
の

祝祭自には

国旗をかかげ

ましょう。

今
議
会
に
あ
た
り
、
各
議
員
さ
ん
の
四

年
間
の
尽
力
に
感
謝
の
意
を
表
す
と
と

も
に
再
度
、
と
の
議
上
で
み
な
さ
ん
全

員
に
逢
え
る
よ
う
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま

し
た
。ま

た
、
一
方
、
議
会
側
か
ら
は
、
後

藤
議
長
が
あ
い
さ
つ
、
一
ま
つ
の
な
ど

り
の
し
の
ば
れ
る
中
、
十
二
時
十
分
今

任
期
最
終
議
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

あ
な
た
も

庁
交
通
取
り
締
ま
り
警
察
官
H

悪

質

違

反

を

見

た

ら

す

ぐ

一

一

O
番
ヘ
グ

来
る
十
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の

十
日
間
、
全
面
的
忙
「
秋
の
交
通
安
全

運
動
」
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

ぺ
昭
和
四
十
三
年
度
の
町
の

漁
業
農
林
業
、
商
工
業
の
実
態
と

十
年
後
の
移
り
変
り
の
比
較

三
人
口
増
加
に
伴
な
う
教
育

施
設
福
祉
施
設
等
の
整
備
計
画

ホ
、
道
路
、
橋
染
、
港
湾
な
ど

の
整
備
計
画

へ
、
海
面
埋
立
て
に
よ
っ
て
な

く
な
る
漁
場
の
状
態
や
、
土
地
造

成
後
の
潮
の
流
れ
具
合
な
ど
が
、

漁
業
に
及
ぼ
す
影
響

肱
川
内
水
面
の
漁
業
に
及
ぶ
影

響
ト
、
予
想
せ
ら
れ
る
公
害
の
種

類
や
程
度
、
及
び
そ
の
防
止
手
段

の
有
無

以
上
の
よ
う
な
調
査
や
計
画
を

本
年
十
二
月
一
ば
い
ま
で
に
完
了

す
る
よ
う
作
業
を
進
め
る
こ
と
与

な
り
ま
し
た
。

以
上
の
調
査
や
計
画
の
と
り
ま

と
め
が
一
通
り
終
っ
て
か
ら
、
そ

の
結
果
を
説
明
会
や
懇
談
会
を
と

お
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
に
公
開
し

皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
最

終
的
に
町
の
姿
勢
を
固
め
る
こ
と

L
す
る
な
ど
で
す
。

関

発

課

、
私
た
ち
の
町
内
の
交
通
安
全
対
策
は

長
浜
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
の
発
足

以
後
も
、
交
通
安
全
協
会
、
警
察
、
み

々も と 根 く H う正に通 (な) できな動とらへらも「まが箸こガ則っか をえ活もl_'__~， 
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丹

カま

町

の

こ
の
計
算
か
ら
、
か
り
に
一
日
に
四

本
の
た
ば
こ
を
喫
う
方
な
ら
、
十
一
円

四
十
銭
、
一
年
に
四
千
百
七
十
九
円
の

税
金
を
納
め
て
い
る
こ
と
な
り
ま
す
。ト

おむたず

f妻TA巴て叫!タバコIt酉了間、、

タバヨi高普通(;J:
田T的

大切iな新譜1です

普
通
車
の
所
有
率
伸
び
る

事罷

!
大
戸
に
一
台
ー

騨翠

普
通
車
、
単
車
、
耕
う
ん
様
、
:

み
な
さ
ん
の
家
で
持
っ
て
い
る
車
種
は

ど
れ
で
す
か
?

と
こ
ろ
で
、
現
在
、
長
浜
町
内
で
の

車
の
所
有
率
が
二
軒
に
一
台
で
あ
る
こ

と
を
ご
存
知
て
す
か
?

先
般
、
県
の
陸
連
事
務
所
と
町
役
場

税
務
課
で
昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日
現

在
の
車
種
別
の
所
有
台
数
を
し
ら
べ
て

み
ま
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
所
有
台
数
は

二
輪
車
の
六
九
四
台
が
ト
ッ
プ
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
次
い
で
、
普
通
車
の
急

増
が
白
を
ひ
を
、
六
四
六
台
と
な
っ
て

お
り
、
二
輪
車
と
き
し
て
変
ら
ず
六
一
戸

に
一
台
の
所
有
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
普
通
査
に
限
つ
て
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
、
年
ご
と
に
増
え
る
率
も
上

っ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
一
年

昭
和
四
十
二
年

昭
和
四
十
三
年

(毎月 1回発行〉昭和44年9月20日

四
九
三
ム
口

五
二
四
台

五
八
一
台

よ探

/へ

尾
崎
幸
子

植
杉
清
子

!

l

i

s

-

-

有
熱
患
者
、
心
臓
血
管
系
、
腎
臓
ま
た
は
肝
臓
に

疾
患
の
あ
る
方
。

糖
尿
病
患
者
、
脚
気
患
者
、
そ
の
他
医
師
が
予
防

接
種
を
行
な
う
こ
と
が
一
'
小
適
当
と
認
め
る
民
病
に

か
か
っ
て
い
る
方
。

病
後
衰
弱
者
ま
た
は
著
し
い
栄
養
障
害
者
。

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
方
。
ま
た
は
け
い
れ
ん
性
体

質
の
方
。

A
川
妊
産
婦
。

「
刈
刊
刊
け
リ
l
!
I
B
l
i
z
-
-
d

〔
該
当
者
〕

一-
R
t
町

1
-

酌

混

合

予

防

ι一
簿
一
。
同
一
山
…
山
一
町
j

批
判
明
一
山
一
躍
一
目
~
引

け
什
什
刊
日
刊
け
N
H
N
N什
什
什

UiM

に
生
ま
れ
た
方
及
び
昨
年
末
接
種

一

ジ

フ

テ

リ

ア

〕

一

の

方

。

:

ー

一

百

日

咳

γ

混
合
予
防
接
覆
一

O
追

加

の

方

昭

和

位

年

7
月

1

一

度

」

宣

言

乱

一

一

日

か

ら

昭

和

何

年

る

月

初

日

ま

で

B
i
l
l
i
-
-十
i
A
r
i
l
l
-
-」
に
生
ま
れ
た
方
で
昨
年
三
回
接
種

へ
初
回
D
希
望
者
の
『
言
語
混
合
)
。
肌
枇
一
日
ー
度
小
学
校
へ
入
学
す
る

(

料

金

〕

無

料

児

童

。

次
の
よ
う
な
症
状

Z

の
方
は
接
種
で
ぎ

ま
せ
ん
。

3.2 

昭
和
四
十
四
年
六
四
六
ム
口

(
い
ず
れ
も
四
月
一
日
現
在
)

次
い
で
、
農
耕
用
作
業
車
の
、
四
一

二
台
で
、
こ
れ
は
、
町
内
農
家
戸
数
(

推
定
、
一
六
六
七
戸
)
か
ら
見
る
と
四

一
戸
に
一
台
の
所
有
率
で
す
。

ま
た
、
多
い
と
思
わ
れ
た
軽
自
動
車

が
中
で
も
一
番
少
な
く
、
二
七
九
台
(

乗

用

三

八

台

、

貨

物

二

三

三

台

、

一

一

一

輪

と

き

一

受

付

時

間

と

こ

八
台
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

3
1午
後

司

j

2

今

坊

隣

保

館

こ
の
軽
自
動
，
車
の
う
ち
、
経
四
輪
の
貨

i
l一

7
日
午
前
叩
・

1
叩

・

初

登

茂

診

療

所

物

車

に

つ

い

て

は

、

四

十

二

年

か

ら

四

一

|

一

ド

I

l

l

i

-

-

-

-

十

三

年

に

か

け

て

、

六

十

台

、

四

十

三

日

市

川

h
円

白

川

晴

佐

川

匝

μ民

年
か
ら
四
十
四
年
に
か
け
て
六
十
九
一
口
電
話
の
申
し
込
み
は
、
必
ず
番
号
で
一
日
芹
崎
け
い
閣
は

!
i
!

弘

崎

市

国

岡

崎

両

い

川

市

一

討

i
岬

同

i
h
t

の

哨

ム

口

が

み

ら

れ

普

通

車

以

上

の

伸

び

し

ま

し

ょ

う

。

有

日

一

午

後

1

1

1

・

臼

一

公

民

館

白

滝

支

館

一

般

一

1
1南
町
竹
時
ま
で
一
白
滝
逮
絡
所

主

示

し

て

い

ま

す

。

屋

号

や

名

前

で

申

し

込

ま

れ

ま

す

と

一

引

訂

以

日

出

配

E
E
j
!
i一
副

一

一

白

川

町

引

i
一

利

劃

劃

こ
れ
ら
各
車
種
を
合
計
す
る
と
、
四
交
換
手
は
番
号
笥
で
設
さ
な
け
れ
ば
な
下
下

[
1
1
1

一I
l
i
-
-
何

人

lー

1

一

一
i

l

l

-

-

一

十

四

年

四

主

日

現

在

の

総

台

数

は

、

り

ま

せ

ん

。

そ

れ

だ

け

あ

な

た

の

通

話

一

旦

暗

い

岬

円

一

司

直

峰

崎

一

一

M
I
l
-
一
一
一
白
川
崎
市
川
は
河
一

l
暗
唱
団
団
四
川

二、

O
三
一
ム
口
と
な
り
、
世
帯
数
三
九
が
遅
れ
ま
J
3
0

市
川
印
字
後
1

目、
1
2

一

今

坊

間

保

館

一

一

般

・

小

保

一

一

一

白

日

一

正

午

ま

で

一

長

浜

町

役

場

五

O
戸
に
対
す
る
と
、
一
・
九
一
戸
に
一
利
用
さ
れ
る
一
人
ひ
と
り
の
協
力
が
一
回
目
一
午
前
叩

J
旬

。

詔

一

豊

茂

訟

宗

所

一

一

般

一

一

一

一

正

午

ま

で

一

喜

多

灘

連

絡

「

台
は
、
こ
れ
ら
各
車
種
の
う
ち
、
い
ず
通
話
が
早
く
で
き
る
結
果
と
な
り
ま
す
一

o
H一
寸

1
1
1
1
1
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1
1
1

一

一

一

一

一

一
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午
前
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1
泊
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櫛

生

診
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一
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般

一

一

一

一

午

後

1
時

ま

で

-

櫛

生

連

絡

所

れ
か
を
所
有
し
て
い
る
と
と
に
な
り
ま
電
話
は
、
公
衆
、
有
線
と
も
番
号
で
寸

1
一1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

下
l
l
i
l
i
-
-一1
1
1
1
1
1
1

一
一
一
一

1
l
1
一

一
汁
日
一
午
後
1
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J
2
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叩

一

主

弓

吉

田

主

士

父

宮

ご

投

一

↑

一

一

午

後

1
時

ま

で

出

海

連

絡

所

す
o

一

ご

利

用

く

だ

さ

い

。
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i

l

卜

1
1
i
ぃj
i
u
f
j
i
l
l
i
t
-
-
!俊
一
一
;
一

な
お
、
こ
と
し
の
三
月
か
ら
は
値
上

が
り
の
関
係
で
こ
の
タ
パ
ゴ
一
本
の
評

準
価
格
が
三
円
六
十
四
銭
一
座
に
な
り

ま
し
た
。
と
の
た
め
当
然
税
率
も
増
え

一
日
目
本
喫
う
方
な
ら
、
十
三
円
十
八

銭
、
一
年
間
で
四
千
八
百
十
一
円
納
め

て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
す

で
す
か
ら
、
み
な
さ
ん
が
、
も
し
他
町

村
で
タ
パ
ゴ
を
賀
う
と
、
こ
れ
ら
の
税

金
を
他
町
村
へ
納
め
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

お
勤
め
先
が
町
外
の
方
、
出
張
を
さ

れ
る
方
、
そ
れ
に
贈
答
用
に
も
、
タ
バ

コ
は
ぜ
ひ
町
内
の
タ
パ
コ
屋
さ
ん
で
買

い
ま
し
ょ
、
コ
。

み
な
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
づ
か

い
が
、
町
の
収
入
を
大
き
く
伸
ば
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

;
i
!
i
!
j
H
 

い
ず
れ
も
不
注
意

八
月
連
続
火
災
，

車数しらべ

ど
承
知
の
よ
う
に
、
こ
と
し
の
夏
は

八
月
中
だ
け
で
町
内
に
四
件
の
火
災
の

発
生
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
こ

れ
ま
で
の
町
史
に
例
の
な
い
異
状
事
慈

で
し
た
。

こ
れ
ら
の
原
因
を
見
て
見
ま
す
と
、

い
ず
れ
も
、
火
の
取
扱
上
の
不
注
意
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
私
か
ら
冬
に
む
か
つ
て

よ
り
火
の
取
扱
が
増
え
て
さ
ま
す
。
取

扱
は
慎
重
に
、
ま
た
、
火
を
取
扱
う
そ

ば
に
は
、
必
ず
バ
ケ
ツ
一
ば
い
の
水
の

く
み
宣
告
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
o

一

ば

し

一

日

日

一

う

一

一

れ

な

一

7
乙

ょ

一

ご

わ

い

一

司

(

一

を

し

一

一
世
え
(
一

O
蓄

一

蓄

ま

一

戸
仁
川
十
作
同
止

公
衆
も
有
線
も

『
デ
ン
ワ
は
番
号
で
』



昭和 43年麗 j

般会計(歳入)

子 11

ip lぺ (歳入)

日目
日 日

予事制干 行告執([ 
ー・ ・‘ 晶.、F

i r_，j 
収
人

日

|開 開 ii'i 
告n

日

財 政 ι
長浜町の財政事情の作成及び公表に関する条例によ

昭和 44年?月

喝ヘ

(歳入1 ，;~ 4 ( ~、 2 日2白 内

枇越t:t 11<')，; 

判へすて n.l~ '，; 
'， ~n.I.~t :.!.1';.1';1)一~内

H¥111:4'.i..l二'1"" 事

2 

2 

l'F!i 

』

と，if!'ÌJ..~ i: ¥.1 :('; 
~'I"J\! 'iJJ ~~ Ij 川

勺 1"ヤI~ (j ~ ~ I ir 

一敷会計歳入量
司船

一一一国民健康保険一一一

予 算 95，177 ，000 

103，907，864 

92，339，689 

11，568，175 

一一一国民健康保険
直営診療所一一

高

高

引

入

出

歳

歳

差

算

高

高

引

入

出

予

歳

歳

差

11，747，000 

747，338 

7，115，556 

ム 6，368，218

特別会計歳入

白』
咽与

町 有財産の状況

収益的収支

( 収 入 〉

区 分

水道事業収益

営業収益

営業外収議

計

(支。出)

水 道 事 業

~ 
予

|町税と住民負担の状況|

21，736， 

、1ヲ，196，
苅

2，540， 

43，472. 総J) I:;~I\: ~i ， ;W'l)'i 

人仁I 15，512人

種 別|面積等|金 額

炉弓ムコー' 地 161，087m 25，290，659円

雑種地 2，440 141，520 

山 林 20，587 707，883 

建 物 52，587 412，807，ヲ'50

水道事業費 20，635， 
P己A 業 費 用 寸町やもいι412，75?? 

業 外費 用 8，426， 
j回 間外 費 用

予 {i請 費 50. 

計 41，270， 

1111' l( H~ 

19，716，762ドj

32. H)O~ 

1 1H:，;!'j: ~r'l 1) .t. ~94 111 

1人吋り ¥，271"， 

E

入

債

金

金

金

金

山

山

賃

金

・1

・
h
J
園

争

、

¥

園

司

Eitz

、iJ国

J
4
1

入

、

、

J

E

m

m

一量

収

ム

収

叩

助

札

出

一

支

良

ド

的

一

的

業

む

補

討

入

計

一

一

的

改

債

計

'K-
似

一

本

茂

庫

一

一

伎

一

本

設

業

恒

，

仰

」

汽

川

崎

，

U
叩
川

資

資

企

固

国

一

借

資

建

企

1- 3，588， 

1，000， 

907， 
1，572， 

109， 
7，176， 

6，756， 
2，479司

4，277， 
13，512，; 

「草画-一一【尽 も



山花コ'f'f，J1':..:;&":_-j"1~3努烹摂野市ママ窓~ι山悩吋アゐ山門戸受~士主き1ヨ守宮認可証~".":J，'"雪戸雪宅ヂ?夜:

轄
幽明傘必見混血血畠局a迂回a制血血措置継車

誤
ー~
一一畠b

-一畠h
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